
神奈川区では子育て世代等の流入等によって人口が増加

しており、当面増加傾向が続くとみられています。

転入世帯をはじめとする若い世代が地域とつながること

で新たな活力を生み出すとともに、多様性を認め、支え合

える関係づくりにつなげていきます。

2027年に開催される「GREEN×EXPO 2027」と、同年に

迎える「神奈川区制100周年」を見据え、神奈川区に暮らす

すべての人がいきいきと暮らし続けられる「安心で温かい

元気なまちづくり」を進めます。

令和６年度 神奈川区 運営方針

Ⅰ 基本目標
笑顔でつながる「神奈川区」

～ 地域の皆様とともに、安心で温かい元気なまちづくりを進めます ～

Ⅱ 目標達成に向けた３つの施策

Ⅲ 目標達成に向けた組織運営～信頼される区役所づくり～

すべての皆様にとって必要不可欠な安全・
安心な暮らしを目指して、自助・共助・公助

の防災や防犯の取組を進めます。

安全・安心なまちづくり

子育て中の方、高齢の方、障害のある方、外国につながりのある方、

すべての皆様が住み慣れた地域で安心して暮らせるよう、

きめ細かに行政サービスにつなげます。

誰もがいきいきと暮らし続けられるまちづくり

つながり、支えあうことの良さを実感し、地域に
愛着を感じるとともに、神奈川区の様々な魅力に触れ、
「住みたい・住み続けたい」まちづくりを進めます。

地域がつながり魅力にあふれるまちづくり

横浜市中期計画2022～2025基本戦略「子育てしたいまち 次世代を共に育むまち

ヨコハマ」の実現に向けて、次の３つの施策を柱として区政を進めます。

※基本目標等を具体化する、主な事業・取組は、2～4ページをご覧ください。

職員の一層のスキルアップにより行政サービスを正確・迅速に実施します。
デジタル技術を活用し、来庁者の利便性向上に取り組みます。

❚行政サービスの向上

職員一人ひとりが自らの果たすべき責任と役割を自覚し、
区民の皆様の声に耳を傾けます。

❚現場主義の実践

❚チーム神奈川の推進 課題解決に向けて各課の連携を強化し、
「チーム神奈川」で共に考え協力して取り組みます。

横浜市の将来人口推計
(令和６年３月）より
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神奈川区マスコットキャラクター
かめ太郎

職員が一丸となって、横浜市中期計画の目指す方向性を念頭に置いて、信頼される区役所づくり
のためにできることを考え、行動します。

SAMPLE

（神奈川区）



施策１ 誰もがいきいきと暮らし続けられるまちづくり

【参考】主な事業・取組

◆ 親子のたまり場である「すくすくかめっ子」（区内47会場）の支援

◆ ≪拡充≫土曜日両親教室において先輩パパママの育児体験談を新たに実施

◆ ひとり親や育児に不安を抱える保護者一人ひとりに寄り添った相談支援

◆ 複雑化する課題に対し職員の対応力を強化するための専門相談等の実施

子育て支援

◆ 高齢者のフレイル予防に役立つ「体にいいこと手帳」や「神奈川区
フレイル予防アクションマップ」の配布を通した介護予防の推進

◆ ≪新規≫認知症への理解を促進する動画の作成

◆ ≪新規≫市営バス車内デジタルサイネージを活用した
障害者週間等での啓発

※フレイルとは
からだとこころの機能が低下し、将来介護が必要になる危険性が
高くなっている状態

高齢・障害者支援

◆ ウォーキングスタッフと協働し、区内６コースのウォーキングマップを順次改訂

◆ 健康チェックをきっかけにした健康的な生活習慣を身につけるための啓発

◆ 歯周病予防やオーラルフレイル予防等をテーマにした歯科出前講座の開催

◆ ３歳児健康診査で来所した親子に向けた望ましい食習慣の普及啓発

健康づくり

親子のたまり場「すくすくかめっ子」
で親子が楽しむ様子

神奈川区版エンディングノート「ライフデザインノート」普及啓発 [健康福祉局]
これまでの人生を振り返り、「もしもの時」に備えられるよう「ライフデザインノート」を配布し
ています。一人暮らし高齢者など情報が届きにくい方に対して、地域関係者や介護事業所等の関係
機関と連携しながら、さらなる周知を図ります。

Column

区局
連携

子育て応援サイト・アプリ（仮称）[こども青少年局]
様々な手続きがオンラインで行うことができ、イベントなど子育てに役立つ情報が手に入ります。
令和６年６月末から運用を開始、順次機能を追加していきます。

Column

区局
連携

ウォーキングスタッフの皆さんと
完成したウォーキングマップ

地域で安心して子育てできるよう、子育て世帯に寄り添い、妊娠期からの
切れ目のない支援を行います。

健康寿命の延伸を目指し、ライフステージに応じた健康づくりに
取り組みます。

地域や関係機関と連携した支援を推進するとともに、認知症や障害等への
理解促進に向けた普及・啓発に取り組みます。

健康のために取り組みたいこと

週２回以上 １回30分以上

の運動がしたい

＆ 約２人に１人
（47.8％）

「もしもの時」の備え

70歳以上の方で
「特にしていない」

約３人に１人
（29.2％）

令和５年度神奈川区区民意識調査の
結果をまとめました。詳しくはこちら⇒

地域で子育て世帯を支えるために重要なこと（子育て世代の回答）

第１位

安心して
遊べる場所

62.0％

フレイル予防アクションマップ

第２位

充実した
子育て情報

41.7％

第３位

不安や悩みの
相談先
35.5％

第４位

親同士の
交流機会
34.5％



施策２ 地域がつながり魅力にあふれるまちづくり

◆ ≪拡充≫「神奈川区地域づくり大学校」での学びや卒業生の活動の発信、
交流会の開催等を通じて、様々な人や団体のつながりづくりを支援

◆ ≪新規≫ICTを活用した情報発信に関心のある自治会町内会を対象に、
導入・活用に向けた支援として勉強会やアドバイザー派遣を実施

◆ 「かながわ支え愛プラン」第５期地域福祉保健計画
（期間：令和８年度～12年度）の素案作成※
※令和６年度から令和７年度までの２か年で第５期計画を策定します

地域づくり

脱炭素化の推進・
花と緑あふれるまちづくり

◆ 神奈川大学と連携した子ども向け脱炭素ワークショップの開催

◆ ≪新規≫小学生向け区内企業等のSDGsの取組紹介リーフレットの制作

◆ ≪新規≫子育て世代等の公園利活用促進及び公園愛護会ＰＲのための
公園所在マップの作成

◆ 市民ボランティア団体と協働した道路、河川、公園での花苗等の植栽

第９期神奈川区地域づくり大学校
交流会の様子

GREEN×EXPO 2027開催に向けた取組[脱炭素・GREEN×EXPO推進局]
「花や緑」や「環境」をテーマとした国際博覧会GREEN×EXPO 2027が横浜で開催される機会を捉
え、神奈川区においても地域の皆様や企業・大学とともに、自然と共生し環境にやさしいまちづく
りを進めます。

Column

区局
連携

区民まつりの様子

公園愛護会の活動の様子

魅力発信

◆ 神奈川区の魅力資産をまとめた「わが町 かながわ とっておき」
を広く知ってもらうためのイベント等の開催

◆ 商店街ラリー開催による商店街の魅力発信及び活性化の促進

◆ 旧東海道歴史史跡等を活用したイベント開催

◆ 地域美化活動「わが町かながわマナー違反一掃作戦」の実施

歴史資産、商店街などの区の魅力資源を活用したイベントの実施により、地域へ
の関心や愛着を深め、幅広い世代の区民同士のつながりを育みます。

多文化共生ラウンジの運営[国際局]
令和６年３月にオープンした多文化共生ラウンジの運営を通し、地域活動団体や関係機関と連携し、
「国籍によらず誰もが住みやすいまち神奈川区」に向けて取り組みます。

Column

区局
連携

地域と連携して課題解決に取り組む「協働による地域づくり」を推進し、誰もが
住み慣れた地域で健やかに安心して暮らせるまちを目指します。

脱炭素行動への意識を向上させるとともに、
愛護会活動の支援や花や緑を通じたまちづくりを進めます。

神奈川区に【住み続けたい】

82.3％

約３人に２人
（73.0％）

70歳以上の

スマホ所有率



信頼される区役所づくり

区役所窓口のデジタル化

◆≪新規≫来庁者用のWi-Fi設置

◆≪新規≫新規窓口システムの導入による
戸籍課、保険年金課窓口の利便性の向上

みんなで備える防災のススメ[総務局、都市整備局、建築局]
自治会・町内会等の方々に向けて、区内の地震火災の被害想定や、防災に関する補助制度
を紹介しています。例：感震ブレーカー、家具転倒防止器具、ブロック塀など

Column

区局
連携

誰もが安全・安心に利用できる道路空間[道路局]
地域の方々や小学校と連携し、通学路等における歩行空間の確保などの交通安全対策を実
施します。（市道菅田第108号線）

Column

区局
連携

防犯・交通安全

◆ 防犯キャンペーンやパトロールのほか、広報紙面やホームページでの啓発

◆ 警察との連携による防犯メール配信などの情報提供

◆ スクールゾーン対策協議会活動の支援、路面標示の補修等通学路の
安全対策

特殊詐欺等の被害防止や防犯意識の向上、交通安全の啓発に
地域や関係機関と連携して取り組みます。

スマートフォンで
「電子申請などの行政手続き」
をしている

施策３ 安全・安心なまちづくり

防災・減災

◆ ≪新規≫親子で参加できる防災ワークショップの開催

◆ ≪新規≫保育園・幼稚園等の職員を対象に、
防災教材カード「てくてくまっち®」を活用したワークショップを開催

◆ 乳幼児子育て世代向けの家具転倒防止の普及啓発

◆ 防災に関する区民の関心度を向上させるため、X等SNSでの情報発信や
民間事業者と連携して区民まつりなどのイベントでの防災啓発を実施

◆ 地域防災拠点の機能強化
（運営委員向け防災講座及び運営マニュアルの改訂支援）

◆ 福祉避難所用のＨＵＧカードを活用した訓練の実施

防災意識を高め、自助・共助の取組を促進します。
「次世代につなぐ防災」をテーマとして、子育て世代への防災啓発も進めます。

日頃の防災対策でしていること（抜粋）

家具類の固定

31.3％ 14.6％

自宅の耐震化

11.7％

感震ブレーカーの設置

住まいの環境にとって重要な項目

第３位

道路・歩道の安全性
35.5％

てくてくまっち®を用いた
お散歩体験の様子

窓口等におけるデジタル化の推進により、
来庁者の利便性向上や混雑緩和を計ります。

整備後の歩道

SNSで発信している投稿

26.0％


